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足場に杉丸太を仙うのと鋼溢を使う のとどちらが安全

かということを問かれた楊合，簡単：こぱ答えられない．

それぞれ，安全に使えばよいわけである． しかし丸太

ぱ，使つている 1社J:こひひ祖Jれができて，それが大きくな

ること，先が細まつていて強さが一定てないこと，木材

は鋼材のように材質，か均ーでなし、こと ，使っている間に

強度の低―Fb;*さいこと，などより ，強疫の計符が忠う

ようにで恙ない．鋼篇を使った万沿，何もかもはつきり

して安心できる．これらの点より安全であるということ

ができるわけである．

また国内をみると ， 木材釦原が屈渇してきたので，

木材使用の合刑化＇）らあらゆる方面に 裟濯iされるように

なった．その一環として木材の消耗祐だしい仮設設備ぱ

できるだけ鋼材その他に替えることになり，足場用の木

材を銅管にしようと考えられた．このためには，初めに

相当な経茂が入用であるから，酋及に日時を要すること

が想像されていたが，案外早く習及した．

そのため，最近，鋼管足場規格として建築工畢用で：ょ

あるが， JIS A 8951-1957が制定されたので，これに

ついて以下に説明する．

鋼管足場の形式

丸太まtこぱ角材などを使って作る足場は，各国とも大

体同じで，古くから使われている．この木材を鋼管に替

えたのが鋼留足垢の一つの形式で， 図1に示すような絹

竹の組方をし，単管足場という．
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図 2 枠組足場

米国では，図 Ziこ示すようなものか考突され，我が国

にも使われている．これを枠組足場と呼んでいる，

枠組足場：よ， 鋼管を 'r-li気容接：こよ つてJ~場生産された

枠を単位として，これを現場で嵌め込んで行itば組立つ

よう にした甚だ便利なものである ，

単磁足場：ょ， 綱符を金具！こよつて組立てるので，金具

を締め付ける採作が必要であるので，枠組足場のように

は便利でないが，分解した鋼行は他の用途1こも転用でき

るので， ,fi製 な利点があるわけである ．

現在わか 1 司では，単管足場：よ俎築工 •j.i用，杵組足場は

造船工事）lj Iこ，大体使い分けられているようであるが，

姓築工出用にもまたその他J)塔状の足場に枠組足場が使

われ始めた．

規程ないし規格ぱ，外国には単管足場についてだけあ

るが，枠組足場についてはまだ知らないただ足場の製

作会社は各製品の安全な使用のために．使い方の）レール

を詳細に説明している．

いる単管足場の絹醤の外径などを参考1こし，晋通によ

くあるガス貸ヽ］法のもので握り易さより 48.6mm </> 

としたわけである．

一方，米国より輸入しfこ枠組足場に使用さ れている

銅位は，材貫が翡級鋼で，抗張力 51kg/mm'以上，

伸びも 25%以上 30%もあるので， この材質に近い

ものを使って肉Mを縛くしようということになつに

英国の足場用綱晋を参考のために記すと，化学成分

の炭索拡は指定なく ，硫黄，燐ともに 0.06%以下で

材料の強腐よ，終局の，j11Ji強度が約 34~46kg/mm互

このものの仲びは 2吋ゲージで 3J%以上，または，

8吋ゲージで 18%以上と なっている． 籾準寸法は外

径 48.6mm, 肉厄ぱ約4mmで， 1)1」述ノぅrftは 5.6

である．

日本の規格ては， 結局表 I~3に示すように決まり

郎述7)r/ tは2種心ものか 7.8で， 5釉乙ぱ 9.6て

ある． しかし，実際：こ使用されているのは 5祉乙 STK

51の出緯絹管て， 2種の STK41は使われていない．

表 1 足場用鋼竹の引張試険阻

種類記号り1販強さ 1降伏点仲び
/ (kg/mmり(kg/mmり(%)

_ I 

2 稲 ISTK 41 I 41以上 24以上 I23以上
這乙 ISTK 51 I 51以上 I36以上 I10以上

表 2 単管足場用鋼管の寸法

• 

足場用鋼管

柚 類 外径 厚 さ 1概町饂
(mm) (mm) (kg/m) 

2種 J 48.1 2.9 3.23 

5種乙 I 48.6 2.4 2.73 

表 3 枠組足場用鋼'i::tの寸法

円笛の肉厚について 「弾性安定要阻y」によれば， 円管

の両端：こ力を加えて圧したときの破壊状況をみると ，円

管の厚みの中心で測つた円管の半径を rとし， 肉厚を i

とすると， r/tの値によつて破壊現象が迎つて現われ，

r/t=lO, r/!=100を界1こして3つに分けられるといわ

れている．われわれが薔遥．簡単に強度計算のできるの

は， r/ tが 10より小さい範囲の，肉厚の厚いものに限

られる． 現場で使うとき紛わしくないように， 5種乙 1莉類の

足場の組立および解体作業は裔所で行われるので，使 方かよいが，これは特殊鋼より作られ，肉厚がかなり沌

用する鋼管は握り 易い外径のものがよい．その上，軽い いので，溶峨亜鉛メッ キの鉛止が施されていても ，少し

ことも必要条件の一つである．足場用鋼管の寸法を決め 不安がある．その点，2桶鋼営は入手し易く ，肉厚，＇）ゞあ

るとき， 英国の MetalScaffoldingの中に定められて るので錮に対して少し安心でき ，英国のも肉厚が厚いと

外径厚さ
用 途(mm) (mm) 

42.2 2.4 I枠および水平材製作用

34.0 2.2 I柑Fおよび水平材製作用
27.2 1.9 I長さ 250cm以上の交叉筋迎用
21. 7 1.9 I I 長さ 250cm未瀾の交叉筋迩用

I 

• 
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いう点などを考慮して規格にはいつたわけである．

単管足場

付属金具

(1) 継手金臭

2本の鋼管を 1直線状に継ぐ‘とき用いる金具で，朕擦

形と剪断形の 2種類ある．

呈 iよ朕擦力によって鎖管を結合するものである．

規定構造は，管の端面に密接して支持する受圧部と管の

内部に挿入される部分とを有するも ので，挿入部の断面

瑣は，管の断面梢の 80%以上であつて， 有効長さ 75

mm以上の長さがそれぞれ管に挿入されている構造とす

る

井1人翌
受圧部

挿人部

T
 

R R 

• 

図 3 磨擦形継手金具

現在使われている代表的なものを図 3に示す．図中の

B部ぱ内部に仕込んてあ るボルトで互に連結され， R部

を回すと B部が互に接近してくるので， R部と B部のテ

ーバーになったところで，T部の両端を押すことになり

T部ぱ膨れて，接続しよ うとする銅管の内面を圧し，こ

の朕掠によつて接続の効果を出すものである．

旦匪整ふ 剪断抵抗によつて銅管を結合する ものであ

る．規定栴造は，朕掠形で定められている外，管の端部

をウォームまた［まヒ゜ンその他の方法で結合するもので，

若脱に際して， 管を回転する ものは， 少くとも 60度

挿入器

因
受圧部 挿 入 部

冒
図4 剪断形継手金具

以上の 2 種類の金具の性能についてぱ，銅管を継いた~

ときの軸方向の引張力に対する酎力と，架としての曲げ

に対する耐力の 2つについて考えることになっている．

引張）Jに対しては，摩擦形（ま，大きい力を受けるとこ

ろにぱ，耐力に期待が持てないので使わない方がよい．

しかし，念のため 500kgの引張力には耐える必要があ

る．剪断形は，すべての軸万向の引張力が 1,000kgで

あるとし， 1.5の安全率を見込で 1,500kg以上の引張

力に耐えることを要する とした．

TLLIげに対しては，底擦形，剪断形ともに性能を同じと

する．継手を使って接続した鋼管を梁と し，支持間隊を

180cm, 中央に継手を四き ，2cmの幅で中央に集中荷

軍をかける．継手を使わない 5稲乙鋼管を同じよ うに し

て試験したとき， 荷阻と撓みJ)関係における比例限界点

の荷屯を 400kgとすることができる．そこで， この値

に約 1.5の安全率をみて， 270 kgを性能の最低伯とす

る．この荷重のときの撓みは， 継手のない鋼管で約 17

mmであるので，継手のあるものは約2倍とし， 35mm. 

を限度とした．

以上を経めて性能を表にしたのが表 4である．

表 4 綿手金具の性能

性 能

形式

朕椋形 1

朔断形 1

引張試験の最大
荷蛍 (kg) 

500以上

1,500以上

曲げ試験の最大
荷軍 (kg) 

270以上

270以上

(2) 緊結金具

絹四を交叉あるいは平行して緊結するのに用いる金具

で， u':(交形，自在形および特殊形の 3種類ある．

以上国転しなければ取り外しができないような構造とす 3種類とも規格構造ば緊結金具の締付けはネジ締め

る， とし，笞を握る部分は，貸の外周上，その 75%以上の

部分で醤と密沿する構造とする，

旦名底ば鋼醤が直角に交叉するときに用いる金具．

自在形は，鋼晋を任意の角度に交叉して緊結するとき• ノ

用いる・

堕は，交叉角度が任意ではあるが，その角度が定

まつているとき，例えば，45度とか 180度と定まつて

いると きの緊結に用いる．自在形で済ますことができ る．

現在使われている代表的なものを図4に示す．接続し が，別形とした．

ようとする銅答の端部にヒ°ンが仕込んであるので，この 以上3種類の中，直交形と特殊形は，鋼管を握る 2つ

金具の切欠部がビンにひつ掛るようになっている．すな の部分が互に曲角またはその他の角に固定されている．

わち金具のひつ掛り部の剪断力と，ヒ°ンの剪断抵抗が接 自在形ぱ自由に回る よう になっている ものである．

続効果を出す． この金具で組み立てる鋼筒が比較的薄肉であるために＇
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金具と鋼笞との接触面が少いと，鋼笞に不当な裟形を与

えるので，金具が鋼営に接して密約する部分を，管の外

周の泊以上となっている． 現在使われている代表的な

ものを 写真 1,2, 3に示した．

性能1こついては，英国の規格には変形試険を主とし，

これ（こ滑り試険か同転試験のどちらかをも行うことにな

つている．これとは全 く別に，実際使用に則して，金貝

が甜咽によつて滑らないことに重点を『認，金具自身が

変形し易くても実用上困るので，変形の限度を加えた．

試験方法ぱ圏5に示すように，滑り試験では，試験休

しこできるだけ偏心圧縮力をかけないよ うに， 2個の金只

を同時に試験することにし，変形試験では，偏心荷歪の

かかる試験方法を許した．

滑りに対する耐力ぱ，後述の構成基準通りに組んで，

この足場上の実際荷道の最大の場合を考えたとき，建地

と布の緊結金具には約 300kgの荷軍が作用することに

なるので，これに根拠をおいにこの金具はネジ締めで

あるので，作業者の能力によつて差異がある点を考慰し

て， 安全率を 2とし，少くとも 600kgには耐えなけれ

ばならないとした.3種類とも同じ性能が必要となって

しヽる．

変形に対する耐力は，変形の限度について， 図 Sbの

水平管が回転する角度が 10度までは，金具全体が変形

a 滑リ試験

b 衆形試験

図5 緊結 金具の試験

写真 1 阻交形緊結金良

写真 2, 直交形緊結金具

写真 3 自 在形緊結金具

• 
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表5 緊結金具の性能

性 能

滑り試験の 変＿形＿慈＿良 ＿
形式 回転角10度に逹

最大荷菫
(kg) したときの荷璽

最大｛麟

(kg) (kg) 

直 交形 I 600以上 1,000以上 11,500以上

闘塁炉 600以上 73'.l以上 J 1,000以上

I 12cm 」
I `  以 上
(Q) Cbl 

固定形 課節形

図 6 ベ ー ス金具

し，それ以上では，金具が局部的に著しく変形して，最

大荷重を示すので，この 2つを規定した．性能の数値は

滑りに対するものより硲いことは勿論必要であり，現在

使われているものに基準を代いた．

以上の性能について線めて示したのが表 5である．

(3) ペース金具

足場の建地の脚部に取付け，上部の荷重を，建地が沈

下しないよ うに， 地面または床に伝える金只である ．固

定形と調節形の2種類とする．

恩且ぱ， 図6a, Cに示すように，皿板ぱ匝さ 6mm

以上，面む'1144 cm'以上（短辺 12cm以上）とし，管

の端面と平面で接触し，かつ管の移動を防止するため中

心部に高さ 6cm以上の突起部を有する構造とする．な

お皿板には径 4mm以上の穴4個以上を設ける ，

墨は， 図6bに示すように，皿板の大きさ，形状

穴明け（ま固定形と同様とし，ウォームその他の方法によ

り，管に取付けた状寝で，管を上下する ことができる構

造とする．

性能ば固定形に指定ぱないが，調節形ぱ，高さの調

節範囲 10cm 以上， 垂直荷忍に対して 5,000kg以上

の耐力を必要とする．
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構成の基準

足場には本足場，ー側足場，棚足場等種々のも のがあ

る．ここでは本足湯について構成の基準を示す．他J)足

場ば謡さが低く足湯上のィ悔吊も小さく，本足場（こ準じ

て構戎すればよい．しかし，特に重い材料を足場」こに乗

せなげればならないときは，別に定める強段計算式によ

つて計箕しなければならない．

木足場の構成は，足場上の普通の作業i)種頌による荷

重，規定された足場用鋼店の曲げに対する強さ，その他

の強度等を考應して，従来の丸太1こよる

本足場の標準的な組み方を参考にして構

成基準が定められた．

~ 
(C) 

旦挫 間澤ぱ， けた行方向を 150~ 

180cm, 張間方向 120~150cmとする．

高さが 31m を超えると，建地管 1本で

は，座屈に対して所期の安全率が得られ

ないので，超えた長さだけ，建地J)下部

を2本にし， 2本を緊結して 1木の建地

とする．
固定形

布 問裕 150cm内外を探準とする．

しかし，地上第一悉目の布は．下の通行

のため，材料管の座屈に対して耐える程度の長さ，すな

わち 200cmまで謁・くすることができる．

且主間隊を 150cm 以下とする．建地と布の交叉部

に腕木がくると きは， 腕木は建地に直交形緊結金具で緊

結する．腕木の研重を直接廷地に伝えた方が，布と述地

の緊結金只の茄咽負担が少 くて済むからである．建地の

中間（こくる腕木は布に緊結するより仕方がない．このと

き前述の腕木と同じ高さにならないが，高さの差が大き

く，足場板が不安定であってはいけない．腕木の長さは

布より少くとも 10cm突き出る艮さとするのがよい．

麟 けた行筋迩ぱ，足場の外側面に水平と 45度内

外の方向に掛け渡し，布または建地に緊結し間隔約 10

m ととに交叉して設ける この場合，筋迅の交叉しな

い建地がないようにする．

水平筋迎は布の 6廂目ことぐらいに設；ナるのがよい．

張間筋迩は6本目ととぐらいの建地に設けるのがよい．

竪つなぎおよび控柱 これらば足場の倒壊を防止す

る他，建地の座屈耐力増強のため設ける．しにがつて，

足場がどちら側にも倒れないように，槌つなぎは，引張

にも圧縮にも耐えるようにしなければならない．間隊は

建地および布の1m間隔を変えて実験（実験の一蟷を写真
4に示す） した結果などより，足場の訓踏の面上 縦横

5m内外の間渦に，建物の構造体に堅固に連続するか，

あるいは，これに代る堅固な控柱を設けることになつて
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写真 4 屯管氾場))歴屈実験の状況

tヽる．

塁郊地J)脚部には必ずベース金艮を認tる．軟弱

地盤ではさ らに，地耐力を考感した所汝の幅で，かつ，

建地 3本以上にわだる長さの敷板を連続して敷 く．

荷重の限度

足場にかかる荷聾：ま，足場上の作業の種類：こよつてj紐

う．善遥の建築作業：こおいて腕木およひ布に生ずる 1IIJげ

モーメントが最大になると きは，モルタル仕上の左官エ

事の場合で， モルクル杓 60cmx90cmの瓜面をもつ容

器と内容物ともで約 200kgとし， 60kgの作業者2人

が， 図 7に示す足場上の位置て作業するとさである．こ

のと さ，建地l叫に約 320kg の私ふ1翁荷玉となる． これに

なお1人分の直さを紆すとして約 400kgの向：項を限度

としたわけでJ:,;;ふ．釦麒］柑が 130cmより小さ いとさ

はその割合でじぷ 紺軍を増すこと かで きる ．

この他此)とさ ，腕木に生する最大1'lJ:; モーメントは

固定似1Jiから1-tする曲げモーメン トも、'in幻（約7,00Jkg

• cmとな る．まだこのとき ，腕木によって布に与える

染げ 苅直よ 180kgとなり. '(i: こど［一=.r る最大 l~J '.f モ ーメ

ントも ，布を辿統栞と考え 、'；、'J7,00Jkg-cmとな る．

5種乙節管の．張，刈 180cmの 11央集中荷直 こよる 11J1げ

モーメ ントは， 比冽浪界の最低J） ものについて 16,GOO

kg• cmとすることができる ］）で，腕木，布とも安全率

は 2.3あるこ とになる．

建茫

45 115 

図 7 足 場にかか る荷 ，E

腕木から くる銀中莉蛍 180kgに， 安全のため，衝げ

ぎ荷軍を瞑麟蓋の 25%としてみこむと 220kgとな

り，姓地と布の緊結金具1こは約 300kg Ci)筒蛍か作用す

るこ とになる．これが緊結金具の性能を決める ときの根

拠と した伯である．

建地1本にかかる而軍の限度については，足場上の作

業は，隣り合つた2本の建地聞の上下 2/図で同時に作業

するときが多／日作業で， 2屑同時作業を限度とする． こ

のとき建地 1本にかかる荷重ぱ，上述の 180kgによつ

て，布よ り建地に 250kgのィ悔―mが作用するこ とになり
2屈 同時では 500kgとなる．これが一応佃軍の限度で

ある．

座屈実験によると，建地1本にかけうる最大莉蛍1ま，

1,750 kgであ る． 安全率を 2とし，柏載伯望だけ考え

ると ，700kgが廷地 1本にかけう る荷重の1桟度となる．

ょって，2阿以上同時作染またはがd(の分散によつて多

屈Ii」時作業のと さでも， 700 kgは限良として守 らなけ

ればならない．

強度計算

袖準以外の構成に鋼留を組む必要があると きには，そ

れぞれの場合に応じて強疫計符しなければな らないので

餅笞の許容応力度を決めておく必要がある．これを 表 6

に示す．引賑 圧紹むよび剪断の許容応力襄は表 1に示

した引賑試験の降伏点に，安全率1.5を考樹、して一般鋼

材の許容応力度を決めるときのようにして定めた．

表 6 足場用隅営の，汗容応力

I 官G)種類引りul圧縮 1 曲 げ I剪断接触庄
ft (t/cmりfc(t/cmりfb(t/cm',fs(l/cm2) (t) 
I ~'r□。EO I;;;;---
喜託,2.40 __ 2.40 j_ 1.90 i 1.2J'1.73 
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仙げ許容応力度は， 5稲乙猜符の場合，前述のよう に

r/ tが 10に近 く，局部屈服ということを考感して，引

張許容応）JIふぅ 80%をとつに 2種鋼管は，肉厚が少

し原いので， 5種乙程局部四服の心配ばないが，安全の

ために 90%をもつて1lt1げの許容応力殷とした．

核触：Eとい うのは，銅営を互に緊結金具なしで匝接交

叉させる場合（こ力を伝えるために生ずる圧力である．

Roark氏苔 ''Formulasfor Stress and Strain" Iこよ

り計窮し安全率 1.5としたときの許容餡である ．

強度計算は，鋼拗．＇ふ噂規準に基いて行い，それぞれ

の金具を使用することによつて，金具を使わない 1本も

のの筑管のときより強度が低下するので，金具の許容伝

達力および低減率を計符式の中に織込まなければならな

これらを表 7および8(こ示した．し‘

表 7 金具の許容伝達カ

表 9 枠組足場の主枠の寸法

幅

1,524 

基本枠 1,219 

914 

補助枠 I
注： 輻と は両脚符の中心距離を，揺さとは脂心の長
さをいう．

I 

(mm) i ;: 沿さ (mm)＿ 

600以上 ， 

1,930 

1,520 

3,100以下

許容差 (mm)

士 1.0

士 1.0

許容伝逹 力 (t)

引張 I剪断
砕形絣手金只l。.30 I -
剪断形継手金具 I 1.00 I ― 匡

直交形緊結金nI - o.3o 

三＼金具 ― - I 。;--

種 類

表 8 総手名恥う）王紺Hfii1JJ低減係数

ー一— )領_ I 低
座屈間に継手なき場合 1 

I 
ー・・

座屈閻：こ継手 1ケ所;i)場合 1 

減係

1.0 

0.75 

数

鱈咄こ継手 2ヶ所訊場合 l
-

枠 組

0.6 

足 場

部品

圭枠組足場う主体を構成するための単位になる枠

で固 2!こ代表的な形の例を示し， 表 9に栖準寸法を示し

た，

性能，必険ぱ， 211む）主枠を交叉筋迎によつて鉛直に相

対して立て，最小1喘0刀立場阪 2枚分か＇屈， すなわち 42

cm輻J） じようぶな架を，主枠上，：4は）横架材中央：こ架：ナ

渡して，一つの主枠に 1,000kgの荷軍をか：ナる．この

とき の撓み），J;1 cm 以下で， 名炉Eを取 り除いた後元J)

形に戻ることを性能とする，

容三並1列して建てる主枠'))'2つの主枠！む］に，

連結のため設す る筋迩である．単管足場の布：こ当る水平

部材がないので主枠尚全面に設けるのがよい

性能は， 360 kg以 1この引張力に十分安全に耐えなけ

ればならないしたがつて，主枠に取り付けられていて

筋迅を嵌め込むヒ゜ンまだぱネ ジI.砂） ボルトもこの力に耐

える必要がある．

杢王旦 並列釘因の主枠間に遥続して設ける水平材で

所要の岡に設ける． 図 2参照．

翌主枠を広い｛晶j澤に建てるとき，

て架け渡す枠をいい 図 81こ示す．

その間に衆とし

-===」I ll~

匡ニ < 一II ・I 11 1J 

図 8

図9
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性能ぱ， 2個J)梁枠を間涵 60cm以上離して，適当

に連結し，支持端を実状に近い状態にして， 2,000 kg 

以上の中央集中荷軍を加えて試験する.1個の架枠は，

l,OOJkg以上の中央集中荷重に安全に耐えることが性能

である．

持送色主枠の履から外部に持ち出して，桟橋，足場

板を支える枠で， 図 9に例示したものである．

性能については，染枠のときと同じように 2個使って

試験する．自由端に 2,000kg以上の集中荷重を加える

ので，1個については 1,000kg以上に耐えることが性

能である．

付歴け娃し 梱々のものが製作されているが，その主な

ものは，継手金具，ペース金具および梁受金真である．

継手金具ぱ， 図 10にその例を示しているように，連

結ヒ°ンとアーム ロッ クを 1組として引張に耐える性;'J治を

持つも のである．枠組足場が塔状に建てられたと き，枠

の脚管には，理論上圧縮力しかかからないときでも，何

かのときに引張力を受けるかも知れないから，継手金具

は必ず連結ヒ゜ンとアームロックを組として使用すること

が必要である．

継手金只の性虚よ 300kg以上の引販力に安全に耐え．

ることになつている．

各部品の性詭試嗚よ， おのおのについて行うより火菜

に近い状喉で行うのがよいので ， 交叉筋迎~，迎結ヒ゜ ンお

よびアームロックの試験を一度に行えるように，主枠お

よび必要部品で 1列2囲の足場を組み，水平力を加える

水平試験を行うようになっている．

構成の基準

主枠ぱ強さの違つに種々のものが製作できるので，主

枠の間屈は規定できないしかし，大体 180cm を薯通

とし，最大間癌：よ 300cm とするのがよい．

造 l阻l笥の下端には，ベース金良，特に調節用を用

い，各主枠を常に水平，垂直に保たなければならない．

軟弱地盤については，単管足場のときと同じにする．

筋違および水平材 主枠が安定して組立つているのぱ

交叉筋違のためであるから，主枠の両測応足場全面に

設けるのがよい．交叉筋迎は引張材として有効であるが

圧縮材として有効でないため，主枠の間隔保持として，

水平材を 5隠以内ごと，および足場の設上屈に設ける．

壁つなぎ筋迎および水平即こよつて，足場のけた行

方向｝こぱ，剛性が十分あるか，服閉方向には，足場の高

さに従つて剛性が不十分となる． しかし，主枠個々が剛

節溝面であるので，単晋足場ほどで：まない．そのため，

壁つなぎの間痴ま，単営足場のときより大きく，*平方

向 Sm, 鉛直方向 6m内外とし，建築物の構造体に堅

固に緊結する．

筵げに行方向の長さが 4m以下のよ うな 塔状に

建てるときは，風圧などによる転倒の恐れがあるため，

高さ 10mを超える場合，高さ 10m以内こ:・と（こ，けた

行方向に対して転倒防止に有効な控えを，足場の後跡み

と建築物との閻に設ける．

翌枠に剛性があるため，単管足場より廊さの限度

を少し高くし， 45m とする． ただし，森さ 20m を超

える場合および重作業を行うときは，主枠の高さを作業

に差支えない程度できるだけ低くして，主枠の面内で脚

管が大きい変形を起さないような材料鋼管で構成した主

枠を用いなければならない．このために，主枠の高さを

2m以下とし，かつ，その主枠の間癌を 180cm以内と

しなければならない．

菜枠および持送枠 これらの枠は横振れしないように

水平筋逸を設ける．

星足場板を架け渡す主枠の間仔がま，単箇足場の

腕木の間癌より広くなるため， 足場板は大きくなる．醤

通作業の荷函の場合，これに十分安全な足場板として，

次の寸法のものを招奨する．

松材の足場板の断面寸法

主枠間船 180cmのと t,厚さ 3.6cmx幅 30cm

11 210cm 11 厚 さ 4.2cmx幅 30cm

杉材の足場板J)断面寸法

主枠f蘭1や/2180cmのとき ，厚さ 4.2cmx幅 24cm

11 210cm 11 厚さ 4.5cmx幅 30cm

重作業または特：こ1及間の大さいとさは，甜玉より足場

板の寸法を定め，十分安全なものを使用しな：jればなら

なし'・
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